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ウイメンズブックス トア
発 行 所   有限会社 松 香 堂 書 店
本  社 〒604~都市上京区下立売通西洞院西入る

TEL/FAX 075‐ 441‐6905
天満橋店〒540大阪市中央区大手前1丁 目3番49号

ドーンセンター3F
_             月日EL/FAX 06‐ 910‐8627

郵便 振替 口座 01080‐ 0‐7950

(入莉 円 年会費個人2 2Xl円 団体 3即円)

このリストの書籍をご希望の方は、
同封の振替用紙の通信欄でお申し
込み下さい。書籍代は送料共でお振
り込みくださいますようお願い致
します。
ご注文の本の定価の合計額に、下の
表の送料を合わせてお送り下さい。
なな お電話でのご注文も受け付け
ています。

2000円 まで      4CD円
2001円 4圃 円まで   5∞ 円
毎X11円～lQGXl円まで   Gxl円
颯∞1円以上      7∞ 円

本誌からの無断転載・コピーはお
断りいたします。

☆店舗移転のお知らせ☆

ウイメンズブックストア松香堂は、11月 11日から大阪に店舗を移します。移転先は、大阪府立

女性総合センター (通称 ドーンセンター)3階の1角です。京阪天満橋駅または地下鉄谷町線天
満橋駅から徒歩 5分と、大変足場のよいところです。土・日・祭日も営業しています (水曜日定休)。

今までよりぐ―んと便利になりました。ぜひ、御来店下さい。

11月 1日 から11月 10日 まで、移転作業のため発送業務等が少し遅れます。どうかご容赦下さい。

従来の京都店は、11月 から店売はなくなり、出版・営業・友の会事務局などの業務を行ってい

ます。送本業務は今まで通り致しますので、天満橋店の方へ電話やファックスで御注文下さいま

すよう、お願いいたします。

スタッフー同、今まで以上にはりきっておりますので、どうぞ御愛顧のほど、よろしくお願い

します。

ウイメンズブックストア松香堂天満橋店

新 住 所 : 〒540大阪市中央区大手前 1丁目3-49

ドーンセンター 3F
TEL.&FAX.06-910-8627

営業時間 : 午前 10時 30分～午後 7時
日曜日は午前 10時30分～午後 6時

定 休 日 : 水曜日 (水曜日が祭日の時はその翌日)

おかげさまで本誌も今年、 50号を超えました。

内容も一層充実させていこうと思いますので、今

後ともよろしくご愛読のほど、お願いいたします。

また、お知合の方にも、どうぞご紹介下さい。

京阪天満橋駅 。地下鉄谷町線天満橋駅
から徒歩約5分
市バス京阪東口からすぐ
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ウイメンズブック最新刊

[女性問題とは ?]

『女たちのローザ・ルクセンブルグ

ーフェミニズムと社会主義』

生田あい 田村雲供編 社会評論社
1994年 9月  3090円

1991年 ローザ・ ルクセンブルグ誕生 120年記念シンポ

ジゥム「今、女たちから世界の変革を」をまとめた本。

激動の時代にあって、「政治の女性化」をめざすフェ

ミニストたちの、熱い思いを込めたローザ研究。 ロー

ザの再発見によって、女たちの社会主義は再生しうる

だろうか ?

『女たちは、いま-260人の世界の女性が語る』

ナイム・ アタラー著

麻生九美 幾島幸子 大社淑子 加地永都子訳
晶文社 1994年 9月  3900円

世界各国の女性を対象としたインタビュー集。「子ど

も時代」「フェミニズム」「セクシュアリティJな ど、
6つ のテーマについて、20代か ら80代 までの女性たち

が答えている。女性一人ひとりの多様性が見えて

くる本。

『女性学をまなぶ』

内藤和美 三一書房 1994年 8月  800円
女性学の「理論」と「構造」にこだわり続けてきたと

いう著者の女性学講義。女性学の基礎的な概念から、

買売春、中絶、「家」と戸籍など個別の問題にも触れ

ている。女性問題講座のテキストとして、議論を深め

る手がかりになるだろう。

『日本のフェミニズム 全7冊 。別冊 1
-② フェミニズム理論』
井上輝子 上野千鶴子 江原由美子編
岩波書店 1994年 10月  2000円

日本のフェミニズム思想を、テーマごとに選び収録す

るシリーズの第 1回配本。本巻のテーマは「フェミニ

ズム理論」。その編集意図は、男性中心につくられ、

女性を排除してきた知識への問い直しや、女性の視点

による新たな学問的知の創造を提起 した著作を中心に

収めること。コンパクトにまとめられたフェミニズム

の資料集。

『セクシュアル・ ハラスメントはなぜ問題か

―現状分析と理論的アプローチ』

広瀬裕子 鐘 ケ江晴彦編著 明石書店
1994年 7月  3090円

セクシュアル・ ハラスメントを学問的に研究 した書。

独自に行なったアンケート調査と、三多摩の会の 1万

人アンケー トをもとに理論的考察を積み上げている。

しかし分析 し、理論構築する側に当事者性が希薄で、

違和感を感 じた。

『まだ「フェミニズム」がなかつたころ

-1970年代、女を生きる』

加納実紀代著 インパクト出版会
1994年 8月  2400円

60年代安保世代の著者が70年代、リブとしてのパー ト

労働体験の中から書いた「わたしの歌」。ウーマンリ

ブとのニアミスから銃後史研究者へとたどるプロセス。
パートを身分としてではなく労働力の売り方の一つと

する考え方に著者は立つ。しかし生産性の論理批判と

しての「女の論理」は、果たして有効なのだろうか。

『めんどりの声 1-女の視点、一人の発進 10年』
西山喜久子著 ドメス出版 1994年 6月  2266円

「めんどりの声」は著者が10年前から一人でこつこつ

出してきたミニコミ。本書はその 1号から20号 までを

まとめたもの。男社会を「眠りの森」にたとえ、女は

その中で「眠り姫」になっているという。眠 り姫であ

ることをやめた著者の、眠 りの森への目覚めの声 =
めんどりの声を集めた一冊。

[働    く]

『ジェンダーと女性労働一その国際ケーススタディ』

セア・ シンクレア ナニカ・ レッドクリフト編
山本光子訳 柘植書房 1994年 9月  4635円

ジェンダーによって管理される女性労働、女性の自覚、

オルタナティブな労働形態をグローバルな視野で展開。

最終章のフェミニズム・ ビジネス、女たちの本屋「シ

ルバームーン」は、ウイメンズブックストアをほう3、

つさせてうれしくなる。「女性の笑い声は革命の足音

だ」の通り、女たちは着々と歩みを進めていく。

『働く女性どうしたら道は開ける

一ワーキングウーマンすごろく』

よこの会著 KKロ ングセラーズ 1994年 8月  1300円
働く女性たちはみんな悩んでいるんだな、こんな解決

法もあったのかと読みすすむ本。各章のさいころタイ

ムのイラストが楽しい。だけど、解決法は周りへの単

なる気配りではなく、自分で納得して出すしかないと

思うのだが。
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神谷治美著 ウイメンズブックストア松香堂
1994年 9月  4635円

本書は膨大な判決、審判例の中から、家族紛争事件の

重要判例を取り上げ、事実関係、裁判所の判例、問題

点等に女性の視点で解説を加えたもの。家事事件につ

いては、この15年 ほど判例研究のまとまったものはな

く、貴重な資料として読める。

『人工生殖の法律学一生殖医療の発達と家族法』

石井美智子著 有斐閣 1994年 8月  1700円
生殖医療の発達のもとで、女と子どもの体と権利はど

こまで守られるのか。家族法、医事法を専攻する著者

は人工生殖と人工妊娠中絶を表裏のものとしてとらえ、

最新の海外事例や日本の現状を紹介する。生まれてく

る子の福祉を中心に据え、医療と生殖 。中絶の模索す

る関係に切り込む書。

[女性論・ エッセイ]

『大人になりたくなかったわたし』

吉武輝子著 ポプラ社 1994年 8月  1200円
若い人たちへの素晴らしい贈り物。著者自身の少女時

代、家族や回りの女たちとの交流、そして挫折。さま

ざまな困難を克服しながら、自立したいい大人の女ヘ

と成長していく過程を、やさしい言葉で語 りかける。

娘のあずささんへの接 し方は、子育て中の人たちにも

参考になるだろう。

『恋をしまくれ一私の体験的恋愛論』

田嶋陽子著 徳間書店 1994年 7月  1200円
「私が男との関係に求めるのは、エロスと友情だけだ」

「安定はエロスを殺す」「恋人は、時間とスペースの

次でいい」―恋をしまくる田嶋さんの到達 した結論の

至言だ。恋愛は母親との代理戦争と自覚するまでのプ

ロセスを、正直に豪快に語る自伝的エッセイ。恋愛 。

結婚幻想に悩む若い女性に読んでほしい一冊。

『父の乳』

毛利子来著 筑摩書房 1994年 6月  1500円
小児科医 。毛利子来のエッセイ集。 “男にも乳首があ
るのだし、そこから「おっぱい」が出ても不思議はな

いだろう"と いう著者。ありきたりの常識の影に隠れ
ているものを、好奇心旺盛な遊び心でひっばり出して

いる。

『母と息子―フェミニズムの流れのなかで』

森崎和江 若桑みどり 永畑道子ほか著
筑摩書房 1994年 9月  1600円

ダメな母親たちは、息子たちに「ようこそ育ってくれ

てありがとう」という。フェミニズムの流れをくむ母

と息子の関係。自分を生きるのに精一杯の女が、子ど

もをひっかかえてありのままの姿を見せる時、子ども

は自然に大きくなっていくのだろう。

『夜中の赤鉛筆』

島森路子著 新書館 1994年 8月  1400円
『広告批評』編集長、島森路子のエッセイ集。いろい

ろなところで発表 してきた文章を集め、「ことば」

「テレビ」「シネマ」「マチ」「わたし」と項目分けして

収録。著者の多面的な姿に触れることが出来る。

[女性史・ 自伝・評伝]

『イギリスのある女中の生涯』

シルヴィア・マーロウ著 徳岡孝夫訳
草思社 1994年 4月  1600円

南イングランドの貧 しい家に生まれ、10代から女中奉

公に出て厳 しい時代を生き抜いた一人の女性の回想記。

無名の女性がその半生を語っていく中には、当時大英

帝国と呼ばれ、豊かで強かった国の庶民の暮らしや階

級社会の厳 しさが表れている。サクセスストーリーで

はない女性の一生を表現 した一冊。

『決定版 与謝野晶子研究
―明治、大正そして昭和へ』

赤塚行雄著 學藝書林 1994年 10月  3000円
明治から昭和まで、文学社会学的に与謝野晶子の膨大

な歌を読み解 く書。「君死にたまお、ことなかれ」への

トルストイの反戦論の影響、鉄幹の関妃暗殺事件への

関わりなど、今まで触れられなかった部分を拾ってい

る。それにしても11人の子を育て、鉄幹を支え続け歌

を読む晶子の偉大な力を思う。

『30年 目の同窓会―民主教育一期生の「女の時代」』

木村 栄著 筑摩書房 1994年 9月  1850円
お茶の水女子大学卒業の同級生 16人 を訪ねたルポ。

「優等生」の枕詞がつ く彼女たちの、その後の30年。

教師あり、企業家あり、活動専業主婦ありの人生を著

者のそれに重ねて語る書。「個人史」が時代の息づか

いを伝える。
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『シモーヌ・ ヴェイユーひかりを手にいれた女性』

ガプリエッラ。フィオーリ著 福井美津子訳
平凡社 1994年 9月  2600円

34歳で短い一生を走り抜けたシモーヌ・ヴェイユ。ヴェ

イユにとって考えること、書くこと、行動することは

同一の表現であった。愛情、一致、友愛に強い願いを

持ち、時代の不幸を解読するために哲学教師か ら

工場労働者へ、さらにスペイン戦争への参加。激

しい頭痛と早逝。真理への道を歩んだヴェイユ研

究の一冊。

『慈愛寮百年のあゆみ』

社会福祉法人慈愛会編  ドメス出版
1994年 7月  6180円

日本キリスト教婦人矯風会が婦人保護事業を始めて百

年。拠点となった慈愛寮の歴史を綴る一冊。キリス ト

教精神に基づく民間社会事業が果たしてきた役割は大

きい。とりわけ1956年 の売春防止法後の活動は目覚ま

しい。時代と共に女たちの状況の変化が、百年のあゆ

みの中で、しっかりと跡づけられている。

『先駆者たちの肖像―明日を拓いた女性たち』

鈴木裕子監修 (財 )東京女性財団編著
ドメス出版 1994年 7月  1957円

本書は東京女性情報センターが行ったパネル展示をま

とめた一冊。個の確立をめざし、持ち前の分野で活躍

した女性たち95人の輝かしいポートレー トになってい

る。普段触れる機会の少ない先人たちの足跡を知 り、

思わず勇気づけられる。

『バ、たつの文化のはざまから

一大正デモクラシーを生きた女』

加藤シゾエ著 船橋邦子訳
不二出版 1994年 7月  2000円

1897年 に生まれて17歳で石本男爵と結婚。 ヒューマニ

ズムからリベラリズム、リアリズムからラデイカリズ

ムヘと夫に導かれて自立する女となり、やがて東洋の

ヒロイズムに進んだ夫と訣別。60年前に英文で書かれ

た半生記が今も新鮮なのは、自ら生き方を決めるとい

う一貫した著者の姿勢によるのだろう。

[性・ セクシュアリティ]

『ピンクの三角形

―ゲイ・ リベレーションと文学の潮流』

井上 保著 現代書館 1994年 7月  2369円
「ピンクの三角形」とは、ナチスのゲイ弾圧宣言によ

り迫害された、ゲイの収容所服につけられていたマー

クのこと。著者はさまざまなゲイ文学を評論すること

を通 し、ゲイ・ プライ ド (ゲ イである誇 り)を表明、

社会の矛盾を撃つ。読みながら、いかに世の中がヘテ

ロ優位に情報操作されているかを思い知った。

[こ ころ・癒し]

『あなたが悪いのではない一子ども時代に性的虐待を

受けた女性たちをカウンセリングする』

リンダ・ ジンガロ著 田上時子監訳
ビデオ・ ドッグ発行 木犀社発売

1994年 10月  1500円

子どもの頃に性的虐待を受ける女性は多い。しかし日

本ではまだ防止策、調査、研究はもちろん、被害を受

けた子どもに対するカウンセリングなど、支援体制も

遅れている。本書は性的被害を受けた女性たちへのフェ

ミニスト・ カウンセリングの必要性とその実際を、親

切に分かりやすく説いている。

『「子ども」の絵

一成人女性の絵画が語る ある子ども時代』

アリス・ ミラー著 中川吉晴訳
現代企画室 1992年 4月  3090円

子ども時代、親から教育という名の暴力を受け、心に

残った傷はどうしたら癒されるのか。著者自身、絵を

描くことで傷ついたままの「内なる子どもJに気付き、

抑圧していた感情を解き放った過程を表 している。そ

して心の傷を抑圧することのないセラピーの在り方に

言及している。

『子どもの虐待

―子どもと家族への治療的アプローチ』

西澤哲一著 誠信書房 1994年 9月  2575円
マスメディアで「子どもの虐待」という言葉をよく耳

にするようになった。この問題への関心は一般・専門

家を問わず高まってきているといえる。本書では虐待

という現象に臨床心理学の視点から取り組み、虐待経

験が子どもに及ぼす影響、家族の心理的特徴、子ども

と家族の心理治療などを詳 しく論じている。

『子どもに会う一体験的子ども論

ブックレット生きる⑮』

森田ゆり著 アドバンテージサーバー発行
1994年 8月  500円

『沈黙をやぶって』『誰にも言えなかった』等で、子

ども時代に受けた性暴力の傷をどう癒すかを追ってき

た著者。本書は自らの半生を8ゝ りかえり書いた自分史。

世の中を否定するばかりではなく、肯定の心を掴みた

いと思ったという著者に、深く共感 した。
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『CRを実践するために
一ガイドラインとファシリテーターの役割』

田上時子著 家族社 1994年 7月  1000円
CR(コ ンシャスネス・ レイジング)は女性同士が心
の痛みや体験を語 り感情を支援し合い、女性としての

自分を愛し自立 していく手助けになる。日本への紹介

者である著者の、『CRグループとは何か?』 (わ かった
ぶらんにんぐ発行、800円 )に続くガイドライン。ファ
シリテーターの役割について、詳しく言及している。

[か ら だ]

『お産―女と男と 羞恥心の視点から』
大林道子著 勁草書房 1994年 8月  3090円

「女による女のための女のお産」をモチーフに書かれ

た本。著者は、助産婦に男性導入を認める法改正に再

考を促すキー概念を「羞恥心」においているが、どう

もそぐわない気がする。女が男と異なる羞恥を持たさ

れているのは、もっと性差別的な含意 (け がれ意識を

含めて)があるのでは ?

[家族・子育て]

『お父さんのための子育て講座』

岸本裕史著

たかの書房発行 部落問題研究所出版部発売
1994年 8月  1200円

父親が子どもとかかわるのに、こんなに手とり足とり

学ばねばならないのだろうか。親子の関係もずいぶん

マニュアル化 したものだと思う。家庭教育学級向きの

ハウツー本。

『家族の起源一父性の登場』

山極寿一著 東京大学出版会 1994年 7月  2266円
20年のフィール ドヮークを通 して、類人猿と人類の共

通の祖先に至る、進化のストーリーを描 く。進化を可

能にしたもの一食と性、とりわけインセストタブーと

外婚制に支えられた家族が、今崩壊 しつつあるのでは

と問う。文化の力が支えてきた父親の役割が消滅傾向

にあるからだと著者はいう。

『子育てに男をまきこむ○ 作戦』

吉廣紀代子編著 晩成書房 1994年 7月  1545円
子育てを語る15人の男たち。4人 の子持ちから父子家

庭、複合家族、DINKSま で、パーソナルな人生観を

添えて語っている。男の子育てが男たちのもう一つの

生き方を広げるだろうとは思う。だが同時に、子ども

が男の所有物にならないことも願う。

『大事なことは、ぜ―んぶ娘たちに教わった』

青山 南著 毎日新聞社 1994年 6月  1400円
翻訳家でエッセイストの著者が書いた、子育てをめぐ

る身辺雑記。大人二人の生活に娘二人が加わって初め

て気付いたこと、読んだ本などが素直に綴られている。

著者は娘たちに、大人という名の仮面をはがされてい

くことを、楽しんでいるようだ。

『日本の家族はどう変わったのか』
ニッセイ基礎研究所編著

NHK出版 1994年9月  1500円
家族研究プロジェクトを通して、現代家族の姿を探る。

企業の影を映しだす家族、モノが介在する家族関係、

夫婦、親子、予測不可能な扶養関係など、 トレンディ

なテーマを選んでいるが、なぜか家族のイメージが見

えてこない。現象だけではなく、分析を読みたいと思

う。

『日本の家族を考える―女
。男 。家族のゆぐえ

シリーズ 〈女 。あすに生きる〉④』

吉武輝子編 福島瑞穂 残間里江子 宮子あずさ著
ミネルヴァ書房 1994年 9月  1800円

朝日カルチャー・横浜の講座「家族のゆくえ」をまと

めたもの。意外な取り合せとも見えるが、みんな率直

に自分を語っているのが強み。家族は人の数だけさま

ざまな形をとるのだろう。

[フ ェミニズム批評]

『シンデレラの子どもたち

一現代おとぎ話におけるヒロイン像の変遷』

廉岡糸子著 阿咋社 1994年 7月  2460円
おとぎ話の理想的なヒロインとは、元気で活発であり

さえすればいいのか。本書は主に1970年から80年 にか

けてアメリカで出版されたおとぎ話をまな板にのせ、

分析。古典からの語り替えなどを通して、過去から現

在に至るヒロイン像の変遷、時代の反映としての女性

像を探っている。

『かんこのミニミニ世界児童文学史

一図書館員のカキノタネ』

赤木かん子著 図書館流通センター
1994年 6月  1850円

児童文学という多様性に富んだ文学の宝庫を、著者独

自の視点でわかりやすく紹介する書。 “子どもの本"
と垣根をはらずに、いい本はみんなにすすめたいとい

う著者の意欲と、本好きの底の深さが伝わってくる。
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『男性作家を読む―フェミニズム批評の成熟へ』

江種満子 関 礼子ほか著
新曜社 1994年 9月  2575円

島崎藤村、太宰治、森鴎外、金子光晴、小林秀雄 ら、

男性作家の文学のテクストを分析 したフェミニズム批

評。副題が示すように、各々の論者が文芸評論の書 き

手として精緻に繰り広げる内容は、とても新鮮だ。 こ
のような女性の言葉で書かれる上質な批評が、発表で

きる場が多 くなることを望みたい。

『美術史を解きはなつ』

富山妙子 浜田和子 萩原弘子著
時事通信社 1994年 9月  2800円

著者 3人それぞれの視点から、従来の美術史に問い直
しを迫る書。富山妙子はアジアを、浜田和子は西 ドイ

ツ美術を、萩原弘子は西洋中心の植民地主義的美術観

を論 じている。この 3人を結びつけているのは、美術
といえども時の権力と無関係に存在しえないという思

い。まさに美術史を解き放つ一冊になっている。

『マザコン男がプンガクしている

一父になれない、こんな事情』

山下悦子著 KKベ ストセラーズ 1994年 5月  1200円
『マザコン文学論』の続編である本書で取り上げられ

た作家は、村上春樹、丸谷才一、村上龍、島田雅彦、

中上健次など。著者は文学を歴史的資料とし、そこか

ら社会の変容と、時代が人々に及ぼす影響を追おうと

している。

[小説・文学作品]

『ヴィク・ ス トーリーズ』(文庫)

サラ。パレツキー著 山本やよい訳
早川書房 1994年 9月  560円

シカゴの探偵ヴィクの魅力は、カッコよさや頭のよさ

だけではない。女が一人で生きづらい世の中で、お金

の心配や母親、元夫、友だちとの関係、仕事を通 して

感 じる社会の矛盾に悩むヴィク。その悩み方や対処の

仕方が、ファンを引き付けるのではないだろうか。本

書はその全短篇を収録した日本版オリジナル。

『おんなのことば』

茨木のり子著 童話屋 1994年 8月  1185円
きっばりと心を解き放つ茨木のり子さんの詩を、6つ

の詩集から集めたアンソロジー。「自分の感受性 くら

い」は何度読んでもいい詩だと思う。ハンドバックに

入るコンパクトサイズな本。

『ガラスの番人一韓国女性作家短篇集1925～ 1988年』

朴花城ほか著 めんどりの会編訳
凱風社 1994年 9月  2575円

韓国の文学研究者厳恵淑と呉眩娃がフェミニズムの視

点で作品を集め、ソゥルで出版した小説集『ガラスの

番人』。本書はそこに収められていた13編から10編 を

選び収録。隣の国なのに、なかなか読む機会のない韓

国女性の文学。本書には社会との関係の中で生きる韓

国女性の姿が収められている。

『虚構の楽園』

ズオン・ トゥー・ フォン著 加藤 栄訳
段々社発行 星雲社発売 1994年 8月  2000円

ベトナム女性作家による同時代長編小説。 1950年代、
ベトナムが社会主義体制へ移行する時、時代の波にの

みこまれる人々がどのような思いで生きたかを、今、

描き切る。国際的にも高く評価される著者は、 ドイモ

イ (刷新)の今でも執筆停止状態にある。

『私は娼婦 じゃない

一タイのメールオーダーブライドの告白』
パカーマート・ プリチャー著 石井美恵子訳

めこん 1994年 8月  1957円

タイからドイッヘメイルオーダーブライドとしてやっ

てきた主人公の手記。内容の背景は重いが、ユーモア

と冒険に富む筆致にぐいぐいと読み進めさせるドキュ

メンタリー風の小説。著者のおおらかさと勇気が救い。

[芸

『ジェニー・ホルツァーーことばの森で』

ジェニー・ ホルッァー著

水戸芸術館現代美術センター監修

淡交社 1994年 8月  3000円
アメリカの女性アーティスト、ジェニー・ ホルツァー

の作品集。言語表現を都市空間でメディアを使って流

す活動を行っているホルッァー。本書はその作品の解

説と、ホルッァー自身がこの本のために再編集したテ

キストを収録。芸術、そしてメディアの政治性を強 く

意識した彼女の作品の一端に触れることが出来る。

『教科書検定―私の体験 ブックレット生きる⑮』
暉峻淑子著 ア ドバンテージサーバー発行

1994年 7月  500円

著者は教科書検定で、自らの本からの引用を「事実関

係に誤りがある」理由で削除された経験を持つ。ある

術 ]

育 ][教
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日突然お、りかかってきたこの事件で、著者は文部省の

教科書検定がいかなるものかを知ったという。損なわ

れた著者への信用回復と、よりよい教育のために本書

は書かれた。

『小学校全教科書の分析

―自立と共生の教育の視点から』

21世紀教育問題研究会編 労働教育センター
1994年 8月  2000円

学習指導要領の改定により、1992年 から小学校教科書

が全面的に作り直された。本書はその全ての教科書に

ついて、男女の自立と共生という視点から分析を試み

たもの。女性差別撤廃条約批准後初めての改定という

こともあり期待が集まったが、問題はまだまだ山積 し

ている。

[高齢問題]

『老いてなお我が家で暮らす

―ホームヘルパー最新事情』

沖藤典子著 新潮社 1994年 8月  1400円
自分の家で高齢者が暮らしていくためには、ヘルパー

の存在が欠かせない。しかしホームヘルプを受けるこ

とに抵抗感を持つ人も多い。本書はホームヘルプ制度

を利用している人の声、働いている人の話、実際に行

われている事業などを紹介。「老いてなお我が家で暮

らす」ことについて、よりよい方向を探っている。

『女 老いて輝くために』

メリデル・ル・ シュエールほか著

久慈美貴訳 黒田絵美子詩訳 西村書店
1994年 6月  1600円

高齢女性に対する差別の問題を正面から取り上げた本。

詩、エッセイ、日記、小説、絵画、ポー トレー ト等、

さまざまな表現で、高齢女性自身が語りかける。バー

バラ。マクドナル ドの講演は、女性運動の中にもある

高齢者差別を厳 しく指摘している。本のタイ トルは、

原題「女性と高齢」の方が適当だと思うが。

『スウェーデン発 高齢社会と地方分権
―福祉の主役は市町村』

斎藤弥生 山井和則著
ミネルヴァ書房 1994年 8月  2200円

世界で最も地方分権の進んだ国スウェーデン。本書は

著者が 2年半の滞在期間中に、精力的にリポートした

結果をまとめたもの。地域住民に最も身近な地方自治

体に権限がなければ、そこに住む人のニーズに応えた

福祉 。医療サービスはできない。行政 。政治の視点か

らスポットをあて、写真や図表も豊富に入っている。

『体験ルポ 日本の高齢者福祉』(新書)
斎藤弥生 山井和則著 岩波書店 1994年 9月 620円
日本各地の老人ホームや病院を回 り、厳 しい現状 と、

環境をよりよくしようと努力している現場の声を伝え

ている。著者たちは自らヘルパーや入院体験をし、 レ
ポー ト。また外国との政策の違いを見るだけではなく、

日本でも新しい挑戦が始まっていることも伝え、高齢

者が暮らしやすくなるための提案を盛り込んでいる。

『仲間と暮らす家づくリ

ーシングル・ 高齢化を乗り切る知恵』

「21世紀の住宅」研究会編

日経BP出版センター 1994年 9月  1500円
血縁や結婚によるつながりだけではなく、仲間と一緒

に暮らすライフ・ スタイル=グループ・ ハウジングを

提案する書。日本の現状をレポー トし、海外の例に学

びながら、生活にとって必要な優 しさとは何かを探 っ

ている。グループ・ハウジングをビジネスにつなげる

方法も含めた提案をしている、現実的な本。

『老女はなぜ家族に殺されるのか

一家族介護殺人事件』

武田京子著 ミネルヴァ書房 1994年 9月 1600円

家族介護がすでに限界であるのは自明のこと。どうに

もならない個人の状況を、どの家もやっとのことで し

のいでいる現状がある。社会的ケアと地域のネットヮー

クと、家族、友人のローテーションと答はわかってい

るのだが…。それを阻むものは何かを、もう少 し追及

してほしかった。

『私の目を見て

一レズビアンが語るエイジズム (高齢者差別)』
バーバラ・ マクドナルド シンシア・ リッチ著
原柳社発行 ウイメンズブックストア松香堂発売

1994年 7月  1800円
かつて、「家」の中で「主人」に押 しつけられた娘役

割や母役割をきらって、家を飛び出した女たち。その

女たちの間で高齢女性が「おばあさん役割」を押 しつ

けられているとしたら…。著者は高齢のレズビアンp

“「おばあさん」という名札を私につける前に、まず

私の目を見て"と 訴え、高齢者差別を鋭くつく。
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[政治・民族]

『ニサーカラハリの女の物語』

マージョリー・ ショスタック著 麻生九美訳
リプロポート 1994円 7月  3502円

ニサはカラハ リ砂漠に住む、世界に現存する最後の伝

統的な狩猟採集社会のメンバー。著者はハーバー ド大

学の人類学者。1971年 に20カ 月現地に滞在し、聞き取っ

たニサの半生をクン語から英語に訳出した。本書はそ

の日本語版。しかし他の民族を研究し、著者が表現 し

たかったことは何なのか、よく伝わらなかった。

『フィリピン女性エンターティナーの世界』

マリア・ ロザリオ・ ピケロ・ バレスカス著

小森 恵 宮脇 摂 高畑 幸訳
明石書店 1994年 8月  1500円

本書はフィリピン人であり社会学者である著者が、 日

本で働 くフィリピン女性エンターティナーたちに聞 き

取り調査を行いまとめたもの。フィリピンと日本の間

に今あるのは、お金を軸とした「国際人流」だけとい

う著者。「真の文化的交流を目指 して、私たちは運動

しています」という著者の言葉には、説得力がある。

[そ の 他]

『インフォーム ド・ コンセント』

森岡恭彦著 NHK出版 1994年 9月  830円
ニュールンベルグ裁判で人体実験が糾弾されて以後、

生まれたヘルシンキ宣言 (1964年 )。 その中で明言さ

れたインフォームド・ コンセント。これが日本の医療

現場で定着するのは、まだ時間がかかるだろう。著者

はどちらとも断定 しないが、複雑な問題を整理するの

に役立つ書。

『女性情報年鑑 1994年版』

「女性情報年鑑」編集部編 教育史料出版会
1994年 9月  3800円

本書は女性に関連する新聞記事の切り抜き情報誌、月

刊「女性情報」をもとに作成されている。編集部が独

自に行った行政の女性行動計画等のリストもあり、時

代を反映している。

料 ][資

『日本女性運動資料集成 全10巻別巻1
-第 4巻 生活・労働 I:女性労働者の組織化』
鈴木裕子編・解説 不二出版 1994年 5月 15000円

第一二編 女性運動の黎明
第一三編 無産婦人運動の勃興
第一四編 日本労働総同盟婦人部の確立と分裂
第一五編 日本労働組合評議会婦人部の確立
第一六編 広がる女性労働運動と労働争議
第一七編 無産婦人団体の誕生と分立

『日本女性運動資料集成 全 10巻別巻 1
-第 6巻 生活と労働Ⅲ
:十五年戦争と女性労働者 。無産婦人』

鈴木裕子編・解説 不二出版 1994年 10月  15000円

第二一編  「満州事変」と無産婦人運動
第二二編 戦時期の労働組合婦人部活動
第二三編 戦時期の労働争議
第二四編 産業報国運動と女性労働者
第二五編 勤労動員と女子挺身隊

『婦人白書 1994

-男女平等の現状 ナイロビから10年』
日本婦人団体連合会編

ほるぷ出版 1994年 8月  2800円

ナイロビから北京への10年、女性運動と地位向上は進

んだのだろうか。女性の人権、労働、暮 らし、教育、

政治の各分野を専門の執筆者が分析。付属統計表と年

表が役立つ。

[雑

『世界 1994年 10月 号』

岩波書店 1994年 10月  750円

誌 ]

「共生」という価値を求めて

エコフェミニズムは社会を癒せるか

「進歩と開発」という名の暴力

綿貫礼子

NII・ ミース

上野千鶴子

ほか

『ヒューマン・ セクシュアリティ No.16』

東山書房 1994年 8月  1600円

特集 :エ イズー共生 。共存の展望をひらく

HIV看護の看護の現場から見えてくるもの

宮内美沙子

HIV/AIDSの 最新状況と対策課題  宗像恒次
ほか
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[文庫になった本]

『アイ ドル時代の神話』

小倉千加子著 朝日新聞社 1994年8月  750円

『レイプ 。男からの発言』

ティモシー・ベイネケ著 鈴木 晶 幾島幸子訳
筑摩書房 1993年 6月  780円

[詳細は次号で]

『家・愛・ 姓―近代日本の家族思想』

諫山陽太郎著 勁草書房 1994年 6月  2266円

『「男らしさ」の人類学』

ディヴィッド・ ギルモア著 前田俊子訳
春秋社 1994年 9月  2884円

『共生時代のフェミニズム』

青木やよひ著 オリジン出版センター
1994年 9月  2220円

『ゴーディマ短編集 」UMP』
ナディン・ ゴーディマ著 ヤンソン柳沢由実子訳

岩波書店 1994年 9月  2000円

『ジェンダー ライプラリ相関社会学 2』
原ひろ子 大沢真理 丸山真人 山本 泰編

新世社発行 サイエンス社発売 1994年 9月  2800円

『少女たちの魔女狩リーマサチューセッツの冤罪事件』

マリオン・ L・ スターキー著 市場泰男訳
平凡社 1994年 9月  3400円

『バースデイ・プルー』

サラ・パレツキー著 山本やよい訳
早川書房 1994年 10月  2000円

『フェミニズムと映画音楽』

カリン・ フリン著 鈴木圭介訳
平凡社 1994年 9月  3400円

『優 しい去勢のために』

松浦理英子著 筑摩書房 1994年 9月  1700円

各方面で活躍した女性たちの肖像が月ごとに載っています。英語文がついて海外へのプレゼントに

最適 ! 25 cm× 25 cm

★ヒューマン・ ライツ・ カレンダー1995 (ア ムネスティ・ インターナショナル 2000円 )
スーダンやベトナム、セルビアなど、触れる機会の少ない世界の女性アーティスト12人による絵が

月ごとに載っています。色鮮やかなカレンダーです。28 cm× 37 cm

◎1995年版 女の手帳のご案内
★月日ノオト (パ ンドラ 850円 )
からだの記録もつけられるスケジュール帳。「暮らしのおたすけ電話」や「 シニアライフ案内」など

の情報やアドレス帳付き。色は赤、黒、ベージュの三種類。大きさはポケットタイプです。

★」.0ダイアリー (ミ クロ・ スタジオ 1030円 )
今年の特集は女性NGOフ ォーラム。アドレス帳付き。色は赤、黒の二種類。大きさは一万円札大
です。

◎お詫びと訂正

前号 (第52号)での記載に誤りがありました。ここにお詫びし訂正します。
15ページ:誤  『はじけて拡がるグループネットー東Jヒ・北陸女性発信編』

正  『      ″        ―東海・北陸女性発信編』

◎今年も終わりに近づきました。今年度の会費未納の方は、お早めにお振込下さいますよう、お願い

いたします。
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か わたしのであった本
―

『 アラプの女―イラク女性の素顔』

サナ・ エル・ カヤット著 鳥居千代香訳
図書出版社 1994年 7月  2575円

中原浩史 (書店勤務)

アラブ社会に生きる女性について大変興味深 く、貴

重な本が翻訳された。本書によれば、どうも、罪ある

女性の存在そのものが恥である、というのがイラク男

性 (いやイスラームのか ?)の認識 らしい。父親や夫
は娘や妻たち身内の女性が、とにかく自分の恥となら

ないように徹底的に厳しくしつける。

見知らぬ男性の前に姿を見せたり、肌を露出するな

どしただけで罰を受け、時には親兄弟に殺されてしま

うことさえある。アラブ男性は女性の行動を病的なま

でに性的なものと結びつけてしまう傾向が強いようだ。

これはアラブ社会が元来部族社会だった頃の名残なの

かも知れないし、イスラームの教えがあまりにも男性

中心的なため、男性からみた女性像 (マ イナスの意味

で女性とはこんなものという)が投射されているから
かも知れない。

アラブは男性がいつも女性を疑心暗鬼の目で見つめ、

女性は脅えているだけの世界らしい。しかし宗教を背

景とした因習というものはなかなか外側からは変えら

れない。解決にはこの社会で暮らしている女性と男性

それぞれの自覚が不可欠のようだ。

その意味で、インタビューに登場する50人近 くの女

性たちの将来はあまり明るくない。いずれも都会に暮

らす、比較的裕福な家庭の女性たちのようで、教育を

受け仕事を持っている人もいる。みなイスラーム女性

の現状を基本的には理解している。しかし実際の生活

となると、娘に対 して自分たちと同様のしつけをした

りする。

この本は著者の社会学の博士論文に基づく資料的に

も価値の高いもので、今後、同様の研究の出る可能性

は少ないから、本書が貴重だという点に変わりはない。

しか しややサンプリングに片寄りがある。解答する女

性たちは、頭では改善の重要性をわかっていながら、

結局は現状に甘ん じている。農村の女性やもう少 し低

い階級の女性の意識はどうなっているのだろうか。比

較的簡単に情報を得られる女性と、情報を得る暇 もな

い地方の封建的農村などに暮らす女性との考え方の違

い、というようなものも本書に加われば資料的により

優れたものになったに違いないと、少 し残念に思った。

『せいいっぱい一土井たか子半自叙伝』

土井たか子著 朝日新聞社 1993年  1300円
安江めい子

何だかわからないけれど、社会党から首相が出て自

民党と組んで政府ができた。

社会党って何だろう? こんな政治オンチにも、訳
知りにも今、打って付けなのがこの本である。

神戸の医者の次女として生まれ、小学校へ入るなり

男の子と喧嘩 したおたかさんは、衆議院議長、いわば

喧嘩の仲裁役、子供時代の喧嘩が役に立っているに違

いない。小さい時から喧嘩のコツを知っていることは

大切である。戦争には反対であっても。

勇ましく元気一杯の三つ子の魂のままに、選挙、議

員活動と大活躍を繰り広げていくさまは、小説より面

白い。「自分で分かっていることしか言えない。責任

を持てることしか、私には言えないJと 書いているか

ら、全部事実にちがいない。だからちょっと多 く書き

過ぎていると思われる支援者の名前も飾りではないだ

ろう。

87年訪米の折り、議会食堂でマンスフィール ド氏か

らポークビーンズを御馳走になり、 3年後氏が駐日大

使として再会 したとき、「ポークビーンズがおいしかっ

た」の一言がきっかけで大いに話がはずんだくだりな

どは、「大食漢のおたかさん」の普段着の外務委員姿

に、にやりとさせられる。

そんなエピソードをあちこちにちりばめながら、厳

しい選挙、議員活動、与野党とのやりとりを真面日に

かつ面白く、分かりやすい言葉で表現してある。だか

ら、読みながらつい議員土井たか子より、「おたかさ

ん」と話しかけたくなる。

彼女の外交活動はアメリカのみならず北朝鮮にも及

んでいるから、今後の活動に大きく期待出来る。政治、

政党の内情に疎かったり関心のうすい人々にも、右、

左、男女を問わず元気の出る読み物と思う。
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連載 第四回 (最終回)

「自分」と向きあう

鈴木陽子

何を、どう考えるかが “その人"だと私は思っているのだが、

私自身がどういう考えをもつ人間かに気づいたのは、本のお蔭

である。もうひとつ曖昧だったものが本の中の言葉によって、

私の考えていたのはコレだ !と わかり、自分を確認してきた。

岸田秀さんが『希望の原理』(青土社、1993年、 1600円 )と い

う本の中で「自分の考えというものは、自分でつくるというよ

りは、発見するものですね…自分のなかに、ぜんぶ書き込まれ

ているんです…書き込まれていないものは人に聞いたって、本

を読んだって理解できないと思いますよ」と書いていて、なる

ほどと思った。というのは、私の本の読み方 も映画の見方も、

私の中に無いものは描かれていても見落としてしまい、私のア

ンテナに引っかかったものだけを受け取ってきたからだ。そういうわけで、私のエッセイの最終回に登場さ

せる映画『女と男の危機』 (コ リーヌ・セロー脚本、監督)についても、私はこう見た、という自分自身を

現すことになるだろう。

黙って家を出た妻のほかは、誰もが早口で言いたい放題自己主張ばかりするこの映画で、危機的状況に陥

るのは夫の方である。

主人公ヴィクトルは妻子をバカンスに送り出す朝、妻の家出を知る。その上、出勤すれば法律顧間の職も

解雇されている。上司、友人、知人、母親までもが、それぞれ自分の抱えている問題の方が大事で、主人公

の窮状に耳を貸すどころではない。ただ一人、酒場で出会ったミシューという男が、どこまでも主人公を見

捨てず付いてくる。初めは邪魔もの扱いしていた主人公も、善良さ丸だしで人と接するミシューと共に過ご

すうちに、いつしか自分を生きることと他者への思いやりに気づいていく。誰しも自分が大事ということは

妻にとってもそうだったのだと、自分を見失っていた主人公ヴィクトルはやっと気づくのだ。自分が見つか

れば、人生を変えられる。

長年、私は私なりの映画観のあとに、その折の私の考えを、より的確に表現してくれる引用文を添えて文

章を書いてきた。それは私の文章より、はるかに説得力をもつ「この本を読

んで下さい !」 というのが、私の密やかなメッセージだったからだ。残念な

がら力不足で、映画から本へのいざなうのには成功しないのだが、『女と男

の危機』を私はこのように見たので、落合意子さんの「自己と対峙した人間

だけが、自分以外のものを愛する能力を持てるものではないだろうか」

(『優しい対話』海竜社、1982年、1200円 /集英社文庫は品切れ)と いう言

葉が、自分のものとなって胸に落ちた。落合さんはこの一節を前に「自らを

愛おしまぬ人間に、なぜ他人を愛せるだろう」と述べ、 “あなたはあなたの
人生の主役"の章へと語りついでいる。

中途半端な本の紹介は余りにもったいないので、ここでやめておく。自分

で読んでこそ目からウロコを落とすことができ、「自分」の発見に感動する

映画『女と男の危機』(フ ランス/1992年 )

ことができるのだから。 (フ リーライター)
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今年 9月 カイロで開かれた国連の「 '94国 際人口・

開発会議」に、「高齢社会をよくする女性の会」の一

員として参加した。

今回の会議では女性のパヮーが目立ち、それが会議

を盛り上げたといえるのではなかったろうか。

第 1、 2回の会議のときは、女性は人口対策の対象と

してだけみなされた。これに対して女性たちから「女

性が主体者として、人口や環境の問題解決の方法を決

めていこう」という声が上がり、立ち上がった経緯が

ある。今回、「女性と健康ネットヮーク」(代表 :樋 口

恵子)や、「地球環境 。女性連絡会」(代表 :江尻美穂
子)な どが、日本の民間女性の声を積極的に国際会議
に届けようと、 7月 にフォーラムを開くなど、活発な

活動を続けてきた。

政府もその熱意に動かされたのか、NGO(非 政府
組織)か ら樋口恵子さんが、政府代表に加わることに
なった。おかげで、厳重な入場規制が行われる政府会

議の模様も、伺い知ることができた。

人口会議で避妊、中絶が議論されるということから、

イスラム過激派が会議に反発、開催前から襲撃事件 も

起きているということが、大きく報道された。そのた

め参加の意志を確認するファックスが直前になって届

いたりして、緊張の出発となった。カイロに着 くと、

やはり銃を持った警備の兵や警官が町のいたる所に立っ

ていて、その警戒ぶりは大変なものだった。

私たち「高齢社会をよくする女性の会」 もわずか

「高齢社会をよくする女性の会」のヮークショップ

===海外だより===
′
94国際人口・開発会議に参加して

中 西 豊 子

(ウ イメンズブックストア松香堂代表)

NGO会場にて

2時間ほどではあったが、「急速な高齢化社会と日本
の女性Jと いうヮークショップを持った。樋口代表が日

本の高齢化の実態と、介護過労死などについてスピー

チし、質問も次々とびだした。そのあと私を含めて 4

人が各地の女性と高齢化問題について報告。英語のス

ピーチなどはじめてだが、それなりに一生懸命に発表

した。時間不足で話 し合いが充分にできなかったのが

悔やまれるが。

ちょうど同じ時間に隣の部屋で、「女性 と健康ネッ

トワニクJの ヮークショップが開かれていて、ここで
は日本の優生保護法について論議されていた。

今回の会議の特徴は、①地球上の20%の 人口が80%
の資源を浪費していることを改めて認識 し、「途上国J

の貧困問題に「開発Jが複雑に絡み合っていて、その

双方をいかに解決するかが論じあわれたこと ②女性

のリプロダクティプ・ ヘルス・ ライツ (性 と生殖に関

する健康・権利)が大きな焦点になったことである。
そのためにイスラム教国とバチカンが抵抗、猛烈な巻

き返 しがあった。その一方、女性の地位向上が人口問

題のカギを握ることが、クローズアップされた。

結果的には、「身体的、精神的、社会的に良好な状

態で安全な性生活を営めること、産む時期と、何人産

むかを決定する自由」等が盛り込まれた女性の人権宣

言ともいえる行動計画が採択された。

NGOも 国を越えて約1000余 りの団体の参加があり、
盛り上がりはすごかった。今回の会議では、統計や数

字ではなく、人生、特に女性の人生に注意が払われた

のが、大きな前進といえるだろう。
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1 連載 第50回

ミニコ ミの女たち

く日本からの手紙一国連CEDAW
へのカウンターレポート〉

「日本からの部 」グループ 正路 怜子

女性差別撤廃条約を御存知ですか。正式な名前は

「女性に対するあらゆる形態の差別の撤廃に関する条

約(ConventiOn on the Elimination of AH Forms

of Discrimination against Women)」 と言います。

1979年の12月 に国連総会で採択されたもので、いわば

国際的な女性の憲法です。そして ①外国人と結婚 し

た女性の子どもも日本国籍がとれる=国籍法の改定

②家庭科の男女共修 ③職場の男女平等を保障する均

等法の制定という3つ の国内法上の問題をクリアして、

日本も1985年 に批准しました。批准した国は条約発行

後 1年以内に国内での条約の履行状況について第 1次

報告書を提出し、その後は少なくとも4年毎に差別撤

廃の進捗状況を CEDAW(Comittee on the Elimina

tiOn Of Discrimination against Women=女 性差別

撤廃委員会)に報告することになっています。

1994年 の 1月 は日本政府の 2回 目の報告書が審議 さ

れる番にあたり、それへの反論として作ったのが「 日

本からの手紙」です。国内の運動ではなかなか突破で

きない男女差別を「外圧」によって何とかしたいとい

う思いをこめて、23人の審議委員にこれを送ったのは

1993年 の10月 のことでした。他にも9つ の団体か らカ

ウンターレポートが出されました。

「日本からの手紙」は売春、労働、家族法、日本に

いる外国人女性の人権 (従軍慰安婦も含む)の 4つ の

柱からなり、15人の弁護士と働 く女性とで作り上げま

した。なかでも、もっとも詳 しく書いたのは、職場に

おける男女平等の実態です。

日本政府報告には「均等法の制定を契機に……女子

を積極的に活用していこうという機運が高まり、法の

趣旨は着実に浸透 している」と書いてあります。 しか

し現状は、女子大生の就職難、相変わらずの結婚退職

の強要、 ミセス差別、ほんの一握りしかいない女性管

理職、50歳 になっても男性の半分の賃金etc一 など、

問題は山積 しています。本書には三和銀行、住友銀行、

日本生命、住友生命、住友化学、住友電工、住友金属、

武田薬品などの職場の実態が、グラフや表で具体的に

述べられ、とても説得力があります。

1月 には住友系メーカーを中心に大阪から8人の女

性がニューヨークに行き、国連でロビー活動を展開 し

ました。「低賃金とはいうものの自力でここまで訴え

に来たのだからたいしたものだ」と世界の女性たちか

ら励まされ、 3月 には大阪婦人少年室に均等法違反の

調停を申請、10月 には日本ではじめて調停委員会が開

かれることになったのです。この契機となった「日本

からの手紙」は、まさに歴史をおしひらいた記念すべ

き文書です。

英文と日本文のレポー ト、CEDAWで の審議の様
子、北京会議の情報などB5版で160ページ、1500円 です。

申込は〒530大阪市北区西天満4-103植田ビル404

川西握子弁護士方「日本からの手紙」まで

TEL 06-316-0370 FAX 06-362-6263

※松香堂でも扱っています。
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日本からの手紙

′
中

家族問題の判例研究 資料日本ウーマン・リブ史 私の目を見て

女性の視点で読む 神谷治美著

定価 4,635円 (本体●格4.500円〕
最近12年間の家族紛争事件重要判例

をとりあげ、事実関係、裁判所の判

断、問題点を女性の目で検証。法律

家、家族問題に関心のあるかたには

必携の書。

全3巻 清日明代。佐伯洋子・三木草子編
第 :碁 定優12,00岬 ](本晰陥:暉鯛)
第‖碁 定領11,0∝周 (本晰酪10,m「 l〕
第四碁 来春■行予定
1鮮から1985年までのウーマン・リブ運動の
記録 (ピラ、バンフ、ミニコミ)と解説。女性

問題、女性学の研究資料としても貴重。

レズビアンが語るエイジズム (高齢者差別〉

バーバラ・マクドナルド、シンシア・リッチ著

定 1面 1800円 (本体饉格1748円 )

著者はアメリカに住む高齢のレズビ

アン。押しつけられた「おばあさん

役割」を演じるのではなく、自分ら

しく生きたいと願う書。

ウ イ メ ン ズ・ ブ ッ ク ス トア松 香 堂  〒60鯨姉 鯨 区下競卿刷願 入る Trax07即 1・6905郵IIm口座
"0∞
・0・7950
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「れ組通信No.89-レ ズビアンカップルを考える/ほか」

1994年 9月 400円

「婦人通信9月 号―保健所半減と地域保健法/ほか」
日本婦人団体連合会 1994年 9月 300円

「婦人通信10月 号一民法改正案のポイントと視点/ほ

「Voice第54号 一人権問題としての婚外子差別/ほか」
住民票続柄裁判交流会 1994年 9月 150円

「あごらNo.196-『住職』を追われた女住職/ほか」
BOC出 版部 1994年 6月 948円

「あごらNo.197-女 が考える `ま っとうな国'/ほ か」
1994年 7月 886円

「あごらNo 198-素 人の素人による素人のための文

章講座」 1994年 8月 1081円

「行動する女No 87-存続か、それとも解散か !/ほか」

行動する女たちの会 1994年 9月 200円

「月刊家族No.103104合併号―特集 。わたし家を買い

か」 1994年 10月 300円

「F ifty:Fifty Vo1 25-特集 母とおんな/ほか」
Click 1994年 9月 550円

「婦人通信 No 266-買 売春とエイズを考えるワーク・

ショップ/ほか」

社会主義婦人会議 1994年 7月 400円

「プロシューム9月 号―特集 あしたのあなたはヮー
キング・ ウーマン/ほ か」

大阪よどがわ市民生協 1994年 9月 330円

「プロシューム10月 号―特集 よどがわ生協物語 過
去 。現在 。未来/ほ か」 1994年 10月  330円

「女のためのクリニックニュースNo.112-で きまし

た日本子宮内膜症協会/ほか」
ウィメンズセンター大阪 1994年 8月 400円

「月刊むすぶ No 285-特 集 裁判所は市民のモノ ?
//ほか」 ロシナンテ社 1994年 9月 700円

「月刊むすぶNo.286-特 集 石けんメーカー、市民奮 へ/ほか」
闘す/ほか」 1994年 10月 700円

(松香堂で扱って ミニコミの最新情報です)

「We8 9月 号―特集 。多民族共生社会を生きる/ほかJ
Weの会 1994年 8月 600円

「シングルズ。ネットVo1 23-シ ングルの健康管理

(体にいいこと、何かしていますか)/ほか」
確信犯 ?シ ングルの会 1994年 8月 200円

「パワーアップニュースvoL ll― 子どもに性を伝え

るには//ほ か」

パワーアッププランニング 1994年 9月 300円

「WIFE No.250-特集 女の友情/ほ か」
グループわい8、  1994年 11月 460円

「野合∨o138-も っと !奥 まで/ほか」

朝倉お、み 1994年 8月 200円

「CHOIS!R(シ ョワジール)VOI.36-特 集 産む産
まない/ほ か」  ショヮジール 1994年 8月 300円
「メンズネットワークNo 18-わ たしはセ ックスに何

を求めるのか/ほ か」
メンズリブ研究会 1994年 7月 200円

「FLCニ ュースレターNo ll― 特集 病児保育を考え
る//ほ か」

女性ライフサイクル研究 1994年 7月 300円

「マイマイ族第26号 ―特集 女の世代交代～娘から母
鈴木美和子 1994年 10月 300円

「」APANESE WOMEN No72-TOWARD THE
YEAR 2000/etc」

市川房枝記念会 1994年 9月 103円

「日本婦人問題懇話会会報 No.54-特 集 “女の働き"
2/ほ か」 日本婦人問題懇話会 1994年 5月 1000円
「ウイメンズフォーラム '93記 録集―女性 と家族～国

際家族年に向けて/ほか」

日本婦人問題懇話会 1994年 3月 760円

「大阪子連れパワーアップ情報3-み つけた !わ たし
のともだち/ほ か」

ミズ プランニング 1994年 8月 960円

「京都子連れパワーアップ情報2-子連れでたのしむ

(保育園・幼稚園 。学童保育ガイド付き)/ほか」
パワーアッププランニング 1994年 9月 900円

ました/ほか」 家族社 1994年 5月 300円
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あ88あ あなたの情報。わたしの情報 解××%
(こ のページで紹介 したものは松香堂でも扱っています)

『姉妹たちよ 。女の暦 1995』

ジョジョ企画  1600円

先駆者の女性を写真とともに紹介 して今回で 8作目。
ひと月にひとりずつ、90人以上もの女性たちが登場 し

てくれたことになります。年を経て、なお鮮やかな女

たちの眼差 しと言葉を伝えます。1995年版は初めて老

人ホームを設立 した寺島ノブエさん、ビタミンの研究

で農学博士となった丹下うめさん、自由学園の創立者

羽仁もと子さんほか、相馬黒光さん、木村駒子さん、

山沢栄子さんら12人の女性たち。英語文がつき、より

充実しました。1982年から続けてきた『スケジュール

ノートブック』は1995年版を休刊 します。各地の女た

ちの情報は『女たちの便利帳1994～ 1995』 (2575円 )を
ご利用下さい。

『女性学年報』第15号 (1800円 )発刊

日本女性学研究会が毎年発行 している『女性学年報』

は、今年いよいよ15号 となりま した。今回は特集

「 “マイノリティ"と フェミニズム」 と題 して、性差

別と交叉する民族、階級、性的志向、身体などの差異

によるさまざまな差別とアイデンティティの問題に焦

点をあてました。女性の間にある違いにフェミニズム

の視点を照射 した画期的なエッセイや論文は、日本の

フェミニズムを根底から問い直し、その新たな方向を

示唆してくれるでしょう。在日韓国を鄭瑛恵と皇甫康

子、アイヌ民族をチカップ美恵子、被差別部落を蓮月、

レズビアンを掛札悠子、身体的障害を安積遊歩、性的

被害者を高橋りりす、アジア少数民族を山下明子、在

米少数民族を山田真規子、このテーマについて渡辺和

子が執筆 しています。

さらに女性表現と言語を取りあげた研究論文 5本と、

国際法に関する論文も新しい地平を切り開く刺激的な

ものばかりです。他に研究ノー ト、エッセイ、書評、

海外情報を掲載 しています。

申込先 :〒 567茨木市玉瀬町18-9 山田真規子

『女性・暴力 。人権』 (学陽書房 2060円 )を刊行

渡辺和子

女性が女性であるがゆえに受ける暴力。それは、男

女間の力の不均衡を利用して、女性のからだや心を傷

つけ、人間としての尊厳を踏みにじります。いま、女

性たちはそのような暴力が女性の経済的、精神的、性

的自立と自己決定権を奪い、女性の人権を侵すと、訴

えはじめています。本書はあまり語られることのなかっ

た日本における女性に対する暴力の実態を明らかにし、

暴力と闘うために “女性の人権"を主張 しています。
従来の男性のためだけの人権を、いかに女性の視点か

らみなおしていけるでしょうか。

執筆者は、人権論と立法を中島道子 。大越愛子・ 段

林和江 。渡辺和子、日本における性暴力の報告を皇甫

康子・高里鈴代・阿部祐子 。青木もも子 。長井チエ子・

角田由紀子・山口典子、運動論を加藤春恵子、国際法

を丸山珠理 。米田真澄など、すでに運動を積み上げ、

人権の理論を構築してきた弁護士、運動家、研究者た

ちです。

女性に対する暴力との闘いと、そのための女性の人

権の確立は、95年北京女性会議では大きな課題 となる

でしょう。

女性に対する暴力を認識するために、そして暴力を

なくしていくために、ぜひご一読ください。

『マイマイ族 26号』

特集「女の世代交代～娘から母へ」   鈴木美和子

本誌の関係者の多くは、時代の変わり目を背景に、

親との価値観のぶつかり合いから大きなエネルギーを

生み出した世代に属します。その「娘」としての記憶

を残 しつつ、大半の人は既に「母」となっており、子

の世代は、その生命力の薄さを指摘されることも少な

くありません。「母」役割だけでは充足できないこの

時代、親子関係をどうとらえていけばいいのか、揺れ

動く私たち自身を素材に考えてみました。

「タイ米騒動で日本人に言いたいこと」では、24号

の「ジャパゆきさん」に引き続きタイ人留学生に「彼

の目に移る日本人の姿」について語ってもらいます。

1部 300円 (送料別)

申込先 :〒 201東京都狛江市東野川4-2614

TEL.03-3489‐ 3979 FAX.03-3489-0933
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『 さらわれた王子 さまと庭師の娘』

ゲルハルト・ホルツ0バウマート作/平野卿子訳/ロ ニー・スー・ジョンソン絵
講談社 1994年 1200円

きれいな王子さまが大女にさらわれる。大女は別に王子を食べたいわけでなく、あんまりき

れいでかわいいもんだから、家に閉じ込めて世話をしたいわけ。王子がさらわれたニュースを

テレビで知った庭師の娘は彼を助けるべく柔道を習ったりして準備怠りなく旅立つ。

という物語のスター トを読むと、「あら? またあれなのか」てな気分になってしまいます。
確かにこの物語は、またあれです。つまり、フェミニズムの視点による昔話の書き換え物語。

昔話はその荒唐無稽さにより、近代以降は子どもに下げ渡されたもので、絵本や幼年童話といっ

た形で流布 していますよね。従って、もちろん「楽 しさ」も重要だけれど、もう一つ「教え導

く」もすべりこませることが多い。ペローやグリムの活字に定着した多くの昔話のなかでも、

「赤ずきん」「シンデレラ」「白雪姫」などがもっともよく流布される理由の一端はそこ。で当

然のように書き換えは、「赤ずきん」「シンデレラ」「白雪姫」などが教え導 こうとするよき女

の子像を中心に行われるけど、これが結構難 しい。というのは、単に教え導く方向を逆にして

しまう書き換えは、女と男の位相はともかく、大人と子どものそれは何等解消しないから。た

めに、元ネタよりもつまらないストーリー (だ って、逆であって も焼き直し、つまり裏焼きに

すぎないですもん)になってしまうことが残念ながら多いわけ。『アリーテ姫の冒険』 なんか
がその例かな ?

さて、 この物語は? 娘に助け出された王子、助け出されたことをちっともうれしがらなし、
王子は何 もかも世話を焼いてくれる大女の家にいたかったから (だ っておとこはそのほうがラ

クチンだもんね)。 それが分かった娘、「またどこかの王子さまがさらわれでも、二度 と助け

にはいかない」と決心する。 じゃ、この冒険が無駄だったかというと、娘はこう思います。

「なんでも経験 してみることだわ」。

これには笑ってしまいました。

裏焼きじゃない書き換えの一つの方向を見せる物語が一つ生まれたのかもしれませんね。

ひこ・ 田中 (児童文学作家)

＝

原

稿

募

集

＝

上記の書評欄への投稿をお待ちしています。

女性の日で見直した鋭い批評や、視点を変えた

ユニークなものをお寄せ ください。400字詰原

稿用紙に約2枚、900字前後です。掲載させて頂

いた方には薄々謝、進呈致 します。

「あなたの情報 。私の情報」とコラム「わた

しの出会った本」は知って欲 しい本、ご意見・

情報交換等に御利用 ください。400字 以内でお

願いします。但しこれらの欄は、薄々謝 も差 し

上げられません。ごめんなさい。

尚、ご投稿は会員に限らせていただきます。

宛先は

〒602京都市上京区下立売通西洞院西入

松香堂書店「ウイメンズ ブックス係」です。
次号の締切は 1995年 1月 20日 。

たくさんのご投稿をお待ちしています。

編 集 室 か ら

☆優生保護法改悪阻止のあと、男女雇用機会均等法の

敗北以来、女の運動のヨコとタテのつながりは切れ

てしまったのかもしれない。振り返るのではなく、

今とこれからに向かって、切れてつながる女たちの

新しい関係を、女の本の中から読みとりたいと思う。

(や ぎ みね)

☆11月 から私は天満橋店勤務になります。みなさんど

うぞ遊びにきて下さい。京都店の雑然とした (ア ッ

トホームな ?)雰囲気が名残惜しいですけれど、 こ

れからもよろしくお願いします。  (池 嶋 陽子)

☆次号は1995年 2月 25日 発行の予定です。


